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村山町長と東小学校６年生のみんな（東小学校ホール）

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
迎
え
た
２
０
１
５
年
が
町
民
皆

様
に
と
っ
て
明
る
い
元
気
な
年
に

な
り
ま
す
よ
う
行
政
運
営
を
し
っ

か
り
と
舵
を
と
り
一
年
間
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
私
の
公
約
で
あ
り
ま
し
た
企

業
誘
致
で
す
が
、
多
く
の
企
業
が

拡
張
、
ま
た
本
町
に
進
出
し
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
明

る
い
年
で
し
た
。
今
後
も
更
に
企

業
誘
致
を
は
か
り
町
の
歳
入
を
増

や
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
今
後
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
役
割
を
果
た
し
た
も
の
は
廃

止
し
、
い
ろ
い
ろ
な
町
の
財
産
等

も
検
討
し
、
健
全
財
政
を
堅
持
し

大
泉
町
長
　

村
山
俊
明

新
年
を
迎
え
て
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新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
過
去
に
必
要
性
が

あ
っ
て
取
得
し
た
町
の
土
地
な
ど

を
積
極
的
に
売
却
し
、
今
後
町
と

し
て
新
た
に
必
要
な
も
の
を
建
て

た
り
、
ま
た
、
新
し
い
事
業
に
財

源
を
回
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
町
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
若
者
が
大
泉
町
に
戻
っ
て
く
る

よ
う
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
町
も
、
残
念
な
が
ら
人
口

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
や
は

り
町
の
活
気
と
い
う
も
の
が
あ
る

こ
と
で
若
者
が
集
い
、
そ
し
て
多

く
の
人
た
ち
が
こ
の
町
に
転
入
し

て
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
活

気
が
あ
り
、
そ
し
て
安
心
安
全
で

住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
っ
か

り
と
目
指
し
な
が
ら
、
行
財
政
運

営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
皆
様
に
と
っ
て

福
祉
の
向
上
が
目
に
見
え
る
年
に

な
る
よ
う
に
、
大
き
く
改
革
を
継

続
し
な
が
ら
皆
様
に
満
足
し
て
も

ら
え
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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母
子
保
健
推
進
員

地
域
と
町
の
パ
イ
プ
役

　
母
子
保
健
推
進
員
は
、
町
か
ら

委
嘱
を
受
け
て
、
担
当
地
区
内
の

お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
に
訪
問

し
た
り
、
町
で
実
施
す
る
乳
幼
児

健
診
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
母
子
保
健

事
業
の
お
手
伝
い
を
す
る
、
町
と

家
庭
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
。
通
称
「
 母
 
ぼ

 推
 さ
ん
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
、
子

す
い育

て
支
援
を
目
的
に
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
楽
し
み

な
ど
、
お
母
さ
ん
の
聞
き
役
・
相

談
役
と
し
て
気
軽
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。
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配
布
す
る
こ
と
も
活
動
の
一
つ
。
乳

幼
児
健
診
の
際
に
は
手
伝
い
と
し

て
、
身
体
測
定
な
ど
に
協
力
し
て
い

ま
す
。
怖
が
っ
て
泣
い
て
し
ま
う
お

子
さ
ん
を
あ
や
し
た
り
、
健
診
中
に

怪
我
な
ど
し
な
い
よ
う
お
子
さ
ん
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
、
６
月
、
９
月
、　

月
の
年

１２

４
回
実
施
す
る
健
や
か
広
場
で
は
、

相
談
や
身
体
計
測
以
外
に
参
加
者
の

交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
っ

し
ょ
に
手
遊
び
を
し
た
り
、
幼
児
向

け
の
手
作
り
お
や
つ
を
お
母
さ
ん
に

試
食
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
会
場
で

は
、
母
親
同
士
の
交
流
の
橋
渡
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
月
の
第
３
土
・
日
曜
日
に
文
化

１１

む
ら
で
実
施
す
る
「
保
健
福
祉
ま
つ

り
」で
は
、親
子
で
簡
単
な
お
も
ち
ゃ

づ
く
り
を
行
う
「
親
子
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
」
と
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
赤

ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
よ
ち
よ
ち
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
担
当
し
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

　
日
頃
の
活
動
の
中
で
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
受
け
た
り
、
支
援
が
必

要
な
母
子
の
状
況
を
把
握
し
、
町
の

保
健
師
に
繋
い
で
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。　

５５

　
４
か
月
児
健
診
の
通
知
配
布
に
あ

わ
せ
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。赤
ち
ゃ
ん
の
健

や
か
な
成
長
と
母
親
の
不
安
解
消
や

孤
立
化
防
止
を
目
的
に
、
生
後
２
～

３
か
月
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭
に
訪

問
し
、
お
母
さ
ん
の
不
安
や
悩
み
を

聴
い
た
り
、
身
近
な
子
育
て
支
援
に

関
し
て
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
健
診
の
通
知
を
訪
問
し
て

　実家が遠いので、

赤ちゃん訪問などで

母推さんに来てもら

えると、気軽に悩み

ごとなどを話しやす

いのでとてもありが

たいです。最初はほ

乳瓶の使い方も分か

らなかったので、相

談しました。慣れな

い土地での初めての

子育てですが、近所

に住んでいるという

ことで、頼りやすいところもあって心強いです

ね。それに、母推さんがイベントや健診の情報

を教えてくれるので、参加しやすいです。先日

の保健福祉まつりでも、赤ちゃんハイハイよち

よちコンクールに誘ってもらいましたよ。母推

さんがいてくださり、本当に助かっています。

駒こんな活動をしています！

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業

こ

健
や
か
広
場

健

　母推になってから１０年が経ちます

が、子どもが好きでボランティアをや

りたいと思っていたので、楽しみなが

ら活動しています。お母さんたちと話

すことはもちろん、子どもの成長を見

ることも楽しみにしているんですよ。

母推として、子育てに奮闘しているお

母さんへイベント情報や児童館での親

子教室などの情報を教えて、外に出て

もらうことで心のケアをしたり、子育

てについてのアドバイスをすることで

安心してもらえればいいなと思ってい

ます。母推を知らない人も多く、スムー

ズに活動できないことがあるので、「母

推」を知ってもらうことは大切なのだ

と思います。これからも活動しながら、

さまざまな人がふれあえるような場所

を作り、子育てをするお母さんの手助

けをしていきたいですね。

 寺  田  亜  希  子 さん（左）、
てら だ あ き こ

 花 ちゃん
はな

健診の様子

母
子
保
健
推
進
員
会
長

 小
  出
  百
  合
  子
 さ
ん

こ
 
い
で
 
ゆ
 

り
 

こ

保
健
福
祉
ま
つ
り

保

各
種
相
談

各

Interview

乳
幼
児
健
診
通
知
の

配
布
と
健
診
の
手
伝
い

乳

Interview
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こ
の
制
度
は
、
代
理
人
や
第

三
者
に
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な

ど
の
証
明
書
を
交
付
し
た
場

合
、
交
付
し
た
事
実
を
本
人
に

通
知
す
る
制
度
で
す
。
利
用
す

る
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
　
な
お
、
代
理
人
が
申
し
込
む

場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
に

よ
る
申
し
込
み
の
場
合
は
、
本

人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書

に
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
を

同
封
し
、送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

□
登
録
で
き
る
人

・
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
ま

た
は
以
前
に
あ
っ
た
人

・
町
に
本
籍
が
あ
る
人
ま
た
は

以
前
に
あ
っ
た
人

□
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票（
除
票
を
含
む
）の
写
し

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・
戸
籍
の
附
票
（
除
附
票
を
含

む
）
の
写
し

・
戸
籍（
除
籍
を
含
む
）謄
抄
本

・
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

□
通
知
の
対
象
外

・
本
人
、
同
一
世
帯
員
に
よ
る

住
民
票
の
写
し
、
ま
た
は
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
請

求
・
本
人
、
同
じ
戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
お
よ
び
直
系
の

尊
属
卑
属
に
よ
る
戸
籍
謄
抄

本
、
戸
籍
附
票
の
写
し
、
戸

籍
記
載
事
項
証
明
書
の
請
求

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
な

ど
の
公
的
機
関
に
よ
る
請
求

・
債
権
者
な
ど
に
よ
る
請
求

・
弁
護
士
お
よ
び
司
法
書
士
な

ど
の
特
定
事
務
受
任
者
が
裁

判
、
訴
訟
手
続
き
や
紛
争
処

理
手
続
き
に
つ
い
て
の
代
理

事
務
に
使
用
す
る
た
め
の
請

求
・
そ
の
他
町
長
が
特
別
な
申
出

ま
た
は
請
求
と
認
め
た
請
求

□
通
知
す
る
内
容

・
証
明
書
の
交
付
年
月
日

・
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
お

よ
び
通
数

・
交
付
請
求
者
の
種
別
（
代
理

人
か
第
三
者
か
の
別
）

□
登
録
の
有
効
期
限
　
３
年
間

（
必
要
に
応
じ
て
継
続
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
）

□
申
込
方
法
　
本
人
通
知
制
度

事
前
登
録
申
込
書
と
運
転
免

許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
物
を
持
参
し
て
申
し
込
む

□
利
用
廃
止
と
登
録
事
項
の
変

更
　
登
録
の
内
容
を
変
更
す

る
場
合
や
、
有
効
期
限
内
に

利
用
を
廃
止
す
る
場
合
は
、

本
人
通
知
制
度
事
前
登
録

（
変
更
・
廃
止
）
届
出
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
受
付
は
月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
で
す
。
本

１５

人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

　
登
録
型
本
人
通
知
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

住
民
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
２
４

　
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得

者
を
対
象
と
し
た
還
付
申
告
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

【
住
宅
相
談
会
】

　
平
成
　
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン

２６

な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム

の
新
築
、
購
入
、
増
改
築
な
ど

を
し
た
人
で
、
住
宅
税
制
に
係

る
各
種
控
除
を
選
択
し
、
適
用

を
受
け
る
人
を
対
象
と
し
た
申

告
相
談
会
で
す
。

□
期
日
　
２
月
　
日
昇

１０

【
医
療
費
相
談
会
】

　
平
成
　
年
中
の
支
払
医
療
費

２６

か
ら
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

た
金
額
を
除
い
た
金
額
が
　
万
１０

円
（
平
成
　
年
中
の
総
所
得
金

２６

額
等
が
２
０
０
万
円
未
満
の
人

は
、
総
所
得
金
額
等
の
５
％
）
を

超
え
る
人
を
対
象
と
し
た
医
療

　
住
宅
・
医
療
費
関
係
　

還
付
申
告
相
談
会

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
６
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費
控
除
の
申
告
相
談
会
で
す
。

　
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
お
支
払

い
さ
れ
た
医
療
費
の
金
額
を
ま

と
め
て
き
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
金
額
を
ま

と
め
る
の
に
必
要
な
医
療
費
明

細
書
は
、
税
務
課
町
民
税
諸
税

係
の
窓
口
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
un

m
a
.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

□
期
日
　
２
月
　
日
昭

１２

【
共
通
事
項
】

□
時
間

・
午
前
の
部
…
午
前
９
時
～

（
受
付
時
間
は
午
前
８
時
　３０

分
～
　
時
）

１１

・
午
後
の
部
…
午
後
１
時
　３０

分
～
（
受
付
時
間
は
午
後
１

時
～
３
時
　
分
）

３０

□
場
所
　
役
場
３
階
大
会
議
室

□
注
意
事
項

・
源
泉
徴
収
票
の
「
源
泉
徴
収

税
額
」
欄
に
金
額
の
記
載
が

な
い
場
合
は
、
申
告
を
し
て

も
還
付
さ
れ
る
税
金
は
あ
り

ま
せ
ん

・
当
日
は
関
係
す
る
書
類
が
全

て
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の

場
で
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

・
い
ず
れ
の
相
談
会
で
も
当
日

は
番
号
札
を
用
意
し
、
個
別

の
申
告
相
談
と
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
町
民
税

諸
税
係
へ
。

医療費相談会住宅相談会

・印鑑

・平成２６年分源泉徴収票の原本

・還付金を受け取る預貯金の口座番号（申告者名義）

が確認できるもの

共
通
の
必
要
書
類

・平成２６年中に支払った

医療費領収書（合計額を

計算してきてください）

・支払った医療費のうち社

会保険や生命保険など

から補てんされた金額

がわかる書類

・住民票

・金融機関が発行する借

入金の年末残高等証明

書

・家屋・敷地の売買（請負）

契約書

・家屋・敷地の登記事項証

明書など

※住宅の取得などの区分

により書類が異なりま

す。

そ
の
他
の
必
要
書
類

■相談会で持参する物

【第２６回大泉町児童生徒作品展】

　町内小中学校の児

童生徒が制作した個

性豊かでアイデアあ

ふれる作品を展示し

ます。また、「第５回

大泉かるた原画展」

も開催しています。

□期日　１月２１日昌～２５日掌

□時間　午前９時～午後４時３０分

□場所　文化むら展示ホール棟展示ホール

（朝日５－２４－１）

□内容　平面、立体、書写の代表作品７４４

点を展示

【大泉町特別支援学級作品展】

　町内小中学校の特別支援学級の児童生徒

が制作した作品を展示します。

□期日　１月３１日松～２月６日晶

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

（最終日は午後３時まで）

□場所　役場１階町民ホール

□内容　平面、立体、書写などの作品を展示

※第５回大泉かるた原画展について詳しく

は、スポーツ文化振興課（内線３０４）、その

ほか作品展について詳しくは、学校教育課

（内線３０２）へ。

町内小中学生の作品展

　森　智恵美氏（坂田

６－１－５　緯６３・６６２２）

が人権擁護委員とし

て、１月１日付けで法務

大臣から委嘱されまし

た。人権擁護委員への

相談は無料で、秘密は

厳守します。人権問題

でお困りの人は、お気

軽にご相談ください。

□町の人権擁護委員

・野村王男氏（中央１－１６－１　緯６３・０４１６）

・金井　健氏（北小泉１－９－３４　緯６３・

２２０１）

・川島千枝子氏（吉田１４８８－１８　緯６２・

４３６０）

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

人権擁護委員の委嘱

 森 　 智  恵  美 氏
もり ち え み
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下
水
道
に
油
を
流
す
と
、
下

水
道
管
の
中
で
油
が
固
ま
り
、

悪
臭
を
発
生
す
る
原
因
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
下
流
の
水
質
浄
化
セ

ン
タ
ー
で
は
、
汚
水
の
油
分
が

増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
処
理
が

で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

□
家
庭
で
の
油
の
処
理

・
残
っ
て
し
ま
っ
た
油
は
、
熱

い
う
ち
に
専
用
の
油
こ
し
器

に
う
つ
し
、
炒
め
物
な
ど
に

使
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

・
鍋
や
食
器
に
つ
い
た
油
汚
れ

は
、
で
き
る
だ
け
拭
き
取
っ

て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い

・
古
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
油
は

古
紙
新
聞
で
吸
い
取
る
か
、

油
を
固
め
る
専
用
の
処
理
剤

を
利
用
し
可
燃
物
の
ご
み
と

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い

・
残
っ
て
し
ま
っ
た
油
は
、
環

境
課
に
て
回
収
し
て
い
ま

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に

入
れ
て
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
資
源
の
有
効
利
用
を
お

願
い
し
ま
す

【
油
を
大
量
に
使
う
飲
食
店
へ

お
願
い
】

　
グ
リ
ー
ス
阻
集
器
（
オ
イ
ル

ト
ラ
ッ
プ
）
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

□
グ
リ
ー
ス
阻
集
器
の
適
正
な

管
理
方
法

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
清
掃
（
毎
日

１
回
）

・
悪
臭
の
原
因
と
な
る
、
油
脂

分
の
除
去
（
週
１
回
以
上
）

・
ご
み
な
ど
の
除
去
（
月
１
回

以
上
）

・
ト

ラ

ッ

プ

内

部

の

清

掃

（
２
～
３
か
月
に
１
回
以
上
）

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
へ
。

　
下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

下
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家

屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る

こ
と
の
で
き
る
有
形
の
固
定
資

産
で
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計

算
上
、
減
価
償
却
の
対
象
と
な

る
資
産
を
い
い
ま
す
。

　
法
人
や
個
人
で
工
場
や
商

店
、
不
動
産
賃
貸
業
な
ど
を
営

ん
で
い
る
場
合
、
所
有
し
て
い

る
事
業
用
資
産
（
構
築
物
・
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
）
に
は

償
却
資
産
と
し
て
固
定
資
産
税

が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、
売
電

目
的
で
太
陽
光
発
電
設
備

（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
発
電
）を
設

置
し
た
場
合
も
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
は
登

記
簿
な
ど
に
よ
り
課
税
対
象
が

把
握
で
き
ま
す
が
、
償
却
資
産

に
つ
い
て
は
こ
れ
に
相
当
す
る

も
の
が
な
い
た
め
、
地
方
税
法

第
３
８
３
条
に
よ
り
申
告
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在

２７

の
所
有
資
産
に
つ
い
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。申
告
書
な
ど
は
、

昨
年
　
月
上
旬
に
発
送
し
て
い

１２

ま
す
。
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

で
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
課

税
対
象
と
な
る
償
却
資
産
の
一

例
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

□
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
償
却

資
産
の
一
例

・
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

課
税
客
体

・
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
資
産

・
取
得
価
格
が
　
万
円
未
満
の

１０

資
産
で
、
法
人
税
な
ど
の
規
定

　
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申
告

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
８

(9) 広報おおいずみ　Ｈ27.1.10　Vol.802

臨時職員（保育士）を

募集します

　町では、町立保育園の臨時職員を募集

します。希望される人は、大泉町臨時職

員雇用候補者登録申込書兼登録票にて登

録してください。

□資格　次の要件を満たす人

・本町および近隣市町村に在住の人

・登録申込日現在、満１８歳以上の人

・保育士資格を有する人

・職務遂行上支障をきたさない良好な健

康状態を有している人

□募集人数　若干名

□勤務時間　午前８時３０分～午後５時１５

分（相談に応じます）

□申込方法　大泉町臨時職員雇用候補者

登録申込票兼登録票に必要事項を記入

の上、登録票を総務課へ提出する

※大泉町臨時職員雇用候補者登録申込票

兼登録票は子育て支援課、総務課で配布

しています。また、町ホームページ（http://

www.town.oizumi.gunma.jp/）からもダウン

ロードできます。詳しくは、子育て支援

課（緯５５・２６３１）へ。

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

パブリックコメントの

結果を公表します

　１１月１０日から１２月９日までの間、次の

各種計画などについてご意見を募集しま

したところ、ご意見はありませんでした。

□パブリックコメントを実施した各種計

画

・第五次大泉町総合計画後期基本計画

（素案）…企画課（内線２１６）

・大泉町人権教育・啓発に関する基本計

画（素案）…国際協働課（緯５５・３７００）

・第４期大泉町障害福祉計画（素案）…

福祉課（緯５５・２６３１）

・第６期大泉町高齢者保健福祉計画（素

案）…国保介護課（緯５５・２６３２）

・大泉町いじめ防止基本方針（案）…学

校教育課（内線３０３）

※結果については、町ホームページ（http:

//www.town.oizumi.gunma.jp/）で公表して

いますのでご覧ください。詳しくは、各

担当課へ。

に
よ
り
一
時
に
損
金
算
入
さ

れ
た
も
の（
少
額
償
却
資
産
）

・
取
得
価
格
が
　
万
円
未
満
の

２０

資
産
で
、
法
人
税
法
な
ど
の

規
定
に
よ
り
３
年
間
で
一
括

し
て
均
等
償
却
す
る
も
の

（
一
括
償
却
資
産
）

□
実
地
調
査
　
地
方
税
法
第
４

０
８
条
に
基
づ
き
１
年
に
１

回
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

□
申
告
書
の
提
出
期
限
　
２
月

２
日
捷

【
地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例

措
置
（
わ
が
ま
ち
特
例
）
に
よ

る
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
特
例
措
置
】

　
地
方
税
法
に
定
め
ら
れ
た
課

税
標
準
の
特
例
措
置
に
つ
い

て
、
国
が
一
律
に
定
め
て
い
た

内
容
を
地
方
自
治
体
が
判
断

し
、
条
例
で
決
定
で
き
る
し
く

み
で
あ
る
、
地
域
決
定
型
地
方

税
制
特
例
措
置
（
わ
が
ま
ち
特

例
）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
次
に
該
当
す
る
資

産
が
特
例
措
置
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

□
対
象
資
産

・
下
水
道
除
害
施
設

・
浸
水
防
止
用
設
備

・
ノ
ン
フ
ロ
ン
製
品

・
公
共
の
危
害
防
止
の
た
め
に

設
置
さ
れ
た
施
設
ま
た
は
設

備
※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g

u
n
m
a
.jp
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
税
務
課
資
産
税
係
へ
。

課税対象となる償却資産業種

駐車場設備、太陽光発電設備、受変電設備

舗装路面、庭園、外構、パソコンなど
共通

商品陳列ケース、陳列棚、冷凍庫、冷蔵庫など小売店

接客用家具、冷暖房設備、テレビ、厨房設備など飲食店

理美容椅子、洗面設備、サインポール、テレビなど理容業・美容院

各種医療機器（手術台、Ｘ線装置、

ＣＴスキャンなど）、調剤機器など
医院・歯科医院

柵、照明などの電気設備

駐車装置（機械設備、ターンテーブル）など
駐車場事業

旋盤、プレス機、金型、洗浄給水設備、溶接機など製造業

ブルドーザー、パワーショベル、ミキサーなど建設業

パチンコ台、パチスロ台

ゲームマシーン、両替機、放送設備など

パチンコ店・

ゲームセンター

■課税対象となる償却資産の一例（業種別抜粋）
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大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１
　　　６３・３１１１（内線２１５）

【
青
少
年
教
育
セ
ミ
ナ
ー
】

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
ド
ゥ
プ
ラ

ス
と
と
も
に
住
民
提
案
型
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
２
月
６
日
晶

□
時
間
　
午
後
７
時
～

□
場
所
　
町
公
民
館
１
階
ホ
ー

ル
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
本
当
に
怖
い
危
険
ド

ラ
ッ
グ
　
～
青
少
年
を
薬
物

か
ら
守
る
た
め
に
～

□
講
師
　
栗
原
　
久
氏
（
東
京

福
祉
大
学
・
大
学
院
教
授
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

□
定
員
　
１
２
０
人
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
へ

直
接
ま
た
は
電
話
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow

n.oizum
i.g
unm
a
.jp

）
か
ら
申

し
込
む

□
費
用
　
無
料

【
子
ど
も
お
も
し
ろ
創
造
塾
】

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど

も
お
も
し
ろ
創
造
塾
「
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
を
つ
く
っ
て
食
べ
よ
う
」

を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
２
月
７
日
松

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
青
少
年
広
場
（
吉
田

２
４
６
５
　
雨
天
時
は
町
公

民
館
実
習
室
で
行
い
ま
す
）

□
対
象
　
小
・
中
学
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り

２０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
へ

直
接
、
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
む

□
申
込
期
間
　
１
月
　
日
昌
～

２１

　
日
晶（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

３０
□
持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具
、

軍
手
、
上
履
き

□
費
用
　
２
０
０
円
（
材
料
費

な
ど
）

※
詳
し
く
は
、生
涯
学
習
課
へ
。

　
青
少
年
教
育
セ
ミ
ナ
ー
と
子
ど
も
お
も
し
ろ
創
造
塾

生
涯
学
習
課
 　
　
　
内
線
３
０
６

【
平
成
　
年
度
春
季
蔵
書
点
検

２６

に
よ
る
休
館
】

　
図
書
館
で
は
、本
や
ビ
デ
オ
、

Ｃ
Ｄ
の
所
蔵
確
認
の
た
め
の
蔵

書
点
検
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま

す
。
期
間
中
は
休
館
と
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
も
休
止

と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
資
料
の
返
却
は
正
面

入
口
脇
の
「
返
却
ポ
ス
ト
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
は
壊
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
返
却
ポ
ス
ト

に
は
入
れ
ず
、
必
ず
開
館
後
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１
月
　
日
昌
～
２
月

２８

３
日
昇

【
子
ど
も
お
楽
し
み
会
】

　
図
書
館
で
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る
、
て
ん

と
う
虫
の
会
、
か
た
つ
む
り
の

会
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大

泉
高
等
学
校
文
芸
部
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
子
ど
も
お
楽
し
み
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
し
た
人

に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
、
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
当
日
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
２
月
８
日
掌

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
図
書
館
１
階
視
聴
覚

ホ
ー
ル（
中
央
３
の
　
の
　
）

１１

２１

□
内
容
　
絵
本
・
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
な
ど

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
。

　
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館
　
　
　
　
緯
　
・
６
３
９
９

６３

(11) 広報おおいずみ　Ｈ27.1.10　Vol.802

　農林水産省では、２月１日現在で、「２０１５年世界農林業

センサス」を実施します。

　調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以

外に使用することは絶対にありません。調査の趣旨･必要

性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いします。

□調査目的　全国の農林業や農山村地域の実態を明らか

にすることを目的としています

□調査対象　すべての農林業関係者

□調査方法　県知事から委嘱された調査員が、１月下旬

から農林業関係者を訪問して、農林業の経営状況など

を聞き取り、調査票の記入を

お願いします

□調査結果　調査結果は、農林

行政の企画立案などに活用

されます

※詳しくは、商工振興課（内線

１３７）へ。

２０１５年世界農林業
センサスを実施します

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診

断
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
耐
震
診
断
調
査
資
格

者
が
、
地
震
に
弱
い
部
分
や
倒

壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
調
べ

る
も
の
で
す
。

□
対
象
と
な
る
住
宅
　
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
町
内
の
木

造
住
宅

・
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に

５６

３１

着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
住

宅
ま
た
は
併
用
住
宅
（
住
宅

部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１

以
上
）

・
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て

・
在
来
軸
組
構
法
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
も
の

□
募
集
戸
数
　
　
戸
（
定
数
に

１９

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
用
意
す
る
物
　
建
築
確
認
書

ま
た
は
壁
の
位
置
の
分
か
る

平
面
図
な
ど
、
印
鑑

□
申
込
方
法
　
印
鑑
を
持
参
の

上
、
建
築
課
へ
直
接
申
し
込

む
□
申
込
期
限
　
２
月
　

日
晶

２７

（
た
だ
し
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

□
費
用

・
耐
震
診
断
費
…
無
料

・
交
通
費
…
１
０
０
０
円
（
耐

震
診
断
者
に
直
接
お
支
払
い

く
だ
さ
い
）

※
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
な

ど
必
要
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oiz

um
i.g
unm
a
.jp

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

建
築
課
へ
。

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
追
加
募
集

建
築
課
　
　
　
　
　
　
内
線
２
０
６

協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり事事事事事事事事事事協働のまちづくり事業業業業業業業業業業業

　協働のまちづくり事業は、地域にある身近な課題や多

様化するニーズに対応するために、住民活動団体の特性

をいかした事業提案を募集し、町と住民活動団体が協働

で事業を実施するものです。

　町では、年間を通して皆さんからのご提案をお待ちし

ています。なお、提案制度や事業の内容などの相談も受

け付けておりますので、いつでもお気軽にご相談くださ

い。

□住民提案型協働のまちづくり事業　住民活動団体が町

と協働で実施したい事業について、自由な発想で提案

するもの（１事業につき１００万円を上限に経費を負担）

□対象事業（次の要件を全て満たす事業）

・町民サービスの向上に資するなど具体的な効果や成果

が期待できる事業であること 

・地域や社会の課題解決を目的とする事業であって、町

と住民活動団体の責任および役割分担が明確かつ妥当

であること 

・先進性、専門性などを活かした新しい視点からの取り

組みであること 

・事業に伴う収支計画が適正であること 

□事業の提案が出来る団体　町内で１年以上公益的な活

動を実施している住民活動団体（構成員が５人以上で

組織の運営に関する規約のある団体）

※詳しくは、国際協働課（緯５５・３７００）へ。
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【町内の放射線量の測定結果】

　町では、町内の公共施設などにおいて屋

外の空間放射線量の測定を実施し、測定の

結果は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マ

イクロシーベルト／時」を下回っています。

また、子どもが集まる場所を対象とした町

独自の厳しい基準である「地表面で０．２３マ

イクロシーベルト／時」の箇所もありませ

んでした。今後も調査を継続し、結果は随

時広報おおいずみや町ホームページにてお

知らせします。町ホームページをご覧にな

れない人には環境課で測定結果を配布して

いますので、ご利用ください。

□測定日　１２月８日～１５日

□測定場所　町内公共施設など４５地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．１０６マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０４１マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　１２月４日、１６日に町内２か所の浄配水場

と、１２月２４日に東部地域水道事務所（千

代田町）で放射性物質の検査を行った結果、

それぞれ放射性物質は検出されず、飲用に

支障がないことが確認されています。

【被災者への支援（１２月３１日現在）】

□義援金総額　１,７４３万３,４１５円

□広島県大雨災害義援金　５,７２９円

東日本大震災関連情報
・
古
海
第
二
地
区
地
区
計
画

・
古
海
第
二
地
区
防
水
施
設

・
大
泉
五
反
田
公
園

□
縦
覧
期
間
　
１
月
　
日
　
～
　

１３

（火）

２７

日
　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

（火）

□
場
所
　
都
市
整
備
課

※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
（
内

線
２
０
７
）
へ
。

　
南
児
童
館
で
は
、
か
ぜ
っ
子
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

ゲ
ー
ム
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ゲ
ー
ム
券
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
受
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
来
場
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

□
期
日
　
１
月
　
日
　

３１

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
（
午

３０

後
１
時
か
ら
受
付
開
始
）

□
内
容
　
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
製

作
・
お
い
し
い
と
ん
汁
な
ど

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

※
詳
し
く
は
、
南
児
童
館
（
緯
　
・
６３

１
７
２
１
）
へ
。

　
４
月
か
ら
町
立
小
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
す
る
外
国
籍
幼
児
の
保

護
者
は
、
町
教
育
委
員
会
に
て
就

学
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
該
当
者
に
は
通
知
を
し
ま
す
の

で
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
期
日
　
１
月
　
日
　
～
　
日
　

１９

（月）

２３

（金）

□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
　
時

３０

１１

　
分
、
午
後
１
時
～
５
時

３０
□
場
所
　
学
校
教
育
課

□
対
象
　
２
０
０
８
年
４
月
２
日

か
ら
２
０
０
９
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
外
国
籍
幼
児
で
、
就

学
時
健
康
診
断
を
受
診
し
た
人

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
内

線
３
０
３
）
へ
。

　
町
で
は
、
健
全
な
土
地
利
用
と

良
好
な
地
区
環
境
の
形
成
を
図
る

た
め
、
古
海
第
二
地
区
の
地
区
計

画
、
防
水
施
設
お
よ
び
大
泉
五
反

田
公
園
の
都
市
計
画
決
定
・
変
更

の
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
縦
覧
開
始
の
日
か
ら
起

算
し
て
３
週
間
を
経
過
す
る
日
ま

で
に
、
意
見
書
を
町
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
都
市
計
画
の
名
称

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

新
入
学
外
国
籍
児
童
の

就

学

申

請

受

付

学
校
教
育
課

古
海
第
二
地
区
地
区

計
画
等
原
案
の
縦
覧

都
市
整
備
課

か

ぜ

っ

子

ま

つ

り

南
児
童
館

　
坂
田
地
区
に
新
し
い
公
園

「
坂
田
ス
マ
イ
ル
公
園
」
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
は
、
地
区
の
意

見
要
望
を
伺
い
、
園
内
に
は

子
ど
も
が
遊
べ
る
遊
具
３

基
、
多
目
的
広
場
や
大
人
も

軽
い
運
動
が
で
き
る
健
康
遊

具
４
基
の
ほ
か
、
駐
車
場
５

新新新新新新新新新新新新新
ししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいい
公公公公公公公公公公公公公
園園園園園園園園園園園園園

新
し
い
公
園
がががががががががががががが

ででででででででででででで
ききききききききききききき
ままままままままままままま
ししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたた

で
き
ま
し
た
！！！！！！！！！！！！！！

昨年の様子
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警
察
で
は
、
毎
年
１
月
　
日
を

１０

「
１
１
０
番
の
日
」
と
定
め
、
１
１

０
番
通
報
の
適
切
な
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　「
１
１
０
番
」は
事
件
や
事
故
に

遭
っ
た
人
、
ま
た
は
事
件
や
事
故

を
見
た
人
か
ら
い
ち
早
く
警
察
に

通
報
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
整
備

し
た
緊
急
時
の
専
用
電
話
で
す
。

相
談
や
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

る
と
、
事
件
事
故
に
対
す
る
対
応

が
遅
れ
、
人
の
生
命
や
身
体
な
ど

の
保
護
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
相
談
や
照
会
な
ど

に
つ
い
て
は
、警
察
相
談
電
話「
＃

９
１
１
０
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

か
、
大
泉
警
察
署
や
最
寄
り
の
交

番
・
駐
在
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
聴
覚
・
言
語
に
障
害
が

あ
る
人
の
た
め
の
１
１
０
番
通
報

と
し
て
、
メ
ー
ル
１
１
０
番
と
Ｆ

Ａ
Ｘ
１
１
０
番
（
０
１
２
０
・
５

７
８
・
１
１
０
）
が
あ
り
ま
す
。

メ
ー
ル
１
１
０
番
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

警
察
本
部
通
信
指
令
課
（
緯
０
２

７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
）、
ま
た

は
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐

在
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
大
泉
警
察
署
（
緯

　
・
０
１
１
０
）
へ
。

６２　
太
田
市
消
防
本
部
で
は
、
危
険

物
取
扱
者
保
安
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
既
得
者

で
、
引
き
続
き
危
険
物
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
前
回
の

講
習
を
受
け
た
後
に
お
け
る
最
初

４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
、
ま
た

は
新
た
に
危
険
物
取
扱
作
業
に
従

事
さ
れ
た
人
は
１
年
以
内
に
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
新
規
に
免
状
を
取
得

し
た
人
は
３
年
以
内
に
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
講
習
会
は
２

回
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
２
月
４
日
　（水）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
太
田
市
消
防
本
部
（
太

田
市
鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
申
込
方
法
　
免
状
と
県
収
入
証

紙
を
持
参
の
上
、太
田
市
消
防

本
部
予
防
課
ま
た
は
中
央
・
東

部
・
西
部
・
大
泉
消
防
署
の
各
総

務
・
予
防
係
へ
直
接
申
し
込
む

□
申
込
期
間
　
１
月
　
日
　
～
　

１４

（水）

２８

日
　（水）

□
受
講
料
　
４
７
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。
必
ず
県
収
入
証

紙
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部

予
防
課
（
緯
　
・
０
２
０
２
）
へ
。

３３

情報情報くらしの Information

□納期限　２月２日捷

□今月の納期

・町県民税　　　　　　　４期

・国民健康保険税　　　　７期

・介護保険料　　　　　　７期

・後期高齢者医療保険料　７期

※口座の再振替で納付した場合、一定

金額を超えると延滞金がかかる場合が

ありますので、口座残高にご注意くだ

さい。

【延長窓口】

□期日　１月１４日、２１日、２８日およ

び２月４日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　１月１７日、２４日、３１日およ

び２月７日、１４日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこと

もありますので、事前にご確認くださ

い。詳しくは、各担当課へ。

今月の納期

前月対比１２月末日現在の数

－１０３４０,９３１　人
人 口

(－３２)(６,３７７　人)
－５８２１,２５７　人

男
(－１２)(３,４０２　人)
－４５１９,６７４　人

女
(－２０)(２,９７５　人)
－６６１８,０３６世帯

世帯数
(－２４）(３,１２３世帯)

出  生　３１人　　死  亡　２１人
(　)内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯

平成２６年累計１２月分
１５（９）件４（４）件△火災発生

（　）内は建物火災

１，１７７，０００円
調査中△損 害 額 ※７月８日～１２月まで

調査中のものを除く

１,５４４件１５２件△救急出動
２０９件２２件 煙交通事故
９９９件９６件 煙急 病
３３６件３４件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

太
田
市
消
防
本
部
予
防
課

１
１
０
番
の
適
切
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す

大
泉
警
察
署

台
（
う
ち
身
障
者
用
１
台
）

と
ト
イ
レ
を
備
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

□
所
在
地
　
坂
田
　
街
区

３７

□
面
積
　
０
・
　
ヘ
ク
タ
ー

４６

ル
※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課

（
内
線
２
０
９
）
へ
。

保育園
ホームセンター

スーパー354

富士重工業

坂田スマイル公園
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各
児
童
館
で
は
、
親
子
教

室
・
母
親
ク
ラ
ブ
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

【
平
成
　
年
度
親
子
教
室
参

２７

加
者
】

□
活
動
日
　
毎
週
水
曜
日
、

ま
た
は
金
曜
日

□
活
動
時
間
　
午
前
９
時
　３０

分
～
　
時
　
分

１１

３０

□
内
容
　
絵
本
や
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ
、集
団
遊
び
、

歌
と
リ
ズ
ム
遊
び
、
ク
ラ

フ
ト
遊
び
、
研
修
会
な
ど

□
対
象
　
平
成
　
年
４
月
２

２４

日
～
平
成
　
年
４
月
１
日

２６

生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
親

□
定
員
　
各
児
童
館
と
も
曜

日
ご
と
に
　
組
（
定
員
を

２２

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

□
申
込
開
始
日
　
２
月
２
日

捷

【
平
成
　
年
度
母
親
ク
ラ
ブ

２７

会
員
】

□
活
動
日
時
　
平
日
の
午
前

中
（
１
か
月
に
１
・
２
回
）

□
内
容
　
地
域
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、部
活
動（
手

芸
・
料
理
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ほ
か
）

□
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は

近
隣
在
住
の
母
親
と
親
子

親
子
教
室
・
母
親
ク
ラ
ブ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

□
期
日
　
２
月
６
日
　（金）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
３０

□
場
所
　
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

□
対
象
　
う
つ
病
な
ど
治
療
中
の

患
者
の
家
族

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
相
談
援
助
係
へ
電
話

で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

３０

（金）

※
詳
し
く
は
、
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
相
談
援
助
係
（
緯
０
２

７
・
２
６
３
・
１
１
６
６
）
へ
。

　
レ
ジ
袋
は
、
家
庭
ご
み
の
約
１

割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
レ
ジ
袋
１
枚
に
は
、
約

　
・
１
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
石
油
が

１２使
わ
れ
て
い
ま
す
。　
県
全
体
で

年
間
約
５
・
７
億
枚
、
原
油
換
算

に
し
て
７
０
０
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

を
使
用
し
、
二
酸
化
炭
素
換
算
に

し
て
２
万
８
０
０
０
ト
ン
も
排
出

し
て
お
り
、
削
減
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
買
い
物
の
際
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
が
け
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
・
マ
イ

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋

の
無
料
配
布
を
断
る
こ
と
は
、
ゴ

ミ
削
減
だ
け
で
な
く
省
エ
ネ
・
省

資
源
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
環

境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
買
い
物
の
と
き
に
レ
ジ
袋
の
受

け
取
り
を
断
れ
ば
、
家
庭
ご
み
が

減
る
だ
け
で
な
く
、
資
源
の
節
約

に
も
な
り
ま
す
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
、
環
境
に
優
し
い
生
活
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線
１

３
２
）
へ
。

　
町
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
幼
稚
園
と
家

庭
が
協
力
し
合
い
、
幼
児
教
育
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
託
児
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

小
さ
い
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
き
て

い
た
だ
い
て
も
安
心
し
て
参
加
で

き
ま
す
。

□
期
日
　
２
月
　
日
　

２０

（金）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
（
午
前
９

１０

時
　
分
開
場
）

３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル
棟

小
ホ
ー
ル（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
じ
ょ
う
ぶ
な
子
ど
も
を

つ
く
る
基
本
食

□
講
師
　
幕
内
秀
夫
氏
（
管
理
栄

養
士
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
申
込
方
法
　
松
原
幼
稚
園
へ
電

話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

３０

（金）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
松
原
幼
稚
園
（
緯

　
・
２
５
３
２
）
へ
。

６２　
県
内
で
高
齢
者
を
中
心
に
、
振

り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た

ら
　
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署

か
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

□
特
に
注
意
す
る
手
口

・
息
子
な
ど
親
族
を
装
う
…
「
風

邪
を
引
い
て
声
が
お
か
し
い
」

「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ

た
」
と
電
話
を
か
け
、
親
族
と

信
じ
込
ま
せ
る
。
後
日
、
再
度

電
話
を
し
、
仕
事
や
男
女
間
の

問
題
で
「
急
に
お
金
が
必
要
に

な
っ
た
」
と
現
金
を
要
求
し
て

だ
ま
し
取
る

・
警
察
官
や
銀
行
協
会
の
職
員
を

装
う
…
「
あ
な
た
の
口
座
が
犯

罪
に
使
わ
れ
て
い
た
」「
口
座
の

更
新
が
必
要
」と
電
話
を
か
け
、

暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し

取
る

・
税
務
署
や
市
役
所
・
町
村
役
場

の
職
員
を
装
う
…
「
税
金
や
医

療
費
の
過
払
い
が
あ
る
」「
還
付

金
を
受
け
取
る
手
続
き
が
必

要
」
と
電
話
を
か
け
、
現
金
自

動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
に
誘
導

す
る
。
携
帯
電
話
で
操
作
を
指

示
し
、
知
ら
な
い
間
に
送
金
さ

せ
る

□
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

・
電
話
で
「
お
金
を
用
意
し
て
」

は
詐
欺
で
す
。
一
人
で
判
断
せ

ず
、
家
族
や
勤
務
先
、
公
的
機

関
の
正
し
い
番
号
に
電
話
を
し

て
、
事
実
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
を
受
け
取
る

手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん

・
在
宅
時
も
留
守
番
電
話
に
設
定

し
、
相
手
が
分
か
ら
な
い
電
話

に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う

振

り

込

め

詐

欺

に

ご

注

意

く

だ

さ

い

県
民
生
活
課

マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
い

レ
ジ
袋
を
減
ら
そ
う

環
境
課

こ
こ
ろ
の
病
を
支
え
る

家

族

の

集

い

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

子

育

て

セ

ミ

ナ

ー

松
原
幼
稚
園
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【確定申告はお早めに】

　所得税については、還付申告の場合、申告

期間の前からでも税務署で申告を行うことが

できます。

　確定申告期間内は会場の混雑が予想され、

長時間お待ちいただく場合がありますので、

お早めにお越しください。

　なお、土・日曜日、祝日は、税務署での相

談および申告書の受付は行っていません。

□申告期間

・所得税…２月１６日捷～３月１６日捷

・消費税…１月１日昭～３月３１日昇

・贈与税…２月２日捷～３月１６日捷

【確定申告書は自宅で作成できます】

　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）

の「確定申告書等作成コーナー」を利用すれ

ば、夜間や休日などご都合のよい時間に確定

申告書が作成できます。

　なお、パソコンで作成した確定申告書は、

書面で出力することにより郵送などでご提出

いただけます。

【消費税の確定申告】

　平成２６年４月１日から消費税が５％（内、

地方消費税１％）から８％（内、地方消費税

１．７％）に変更されました。

　このため、平成２６年分の消費税および地

方消費税の確定申告書を作成するためには、

帳簿などにおいて課税取引を事前に適用税率

ごとに区分し、それを基に計算していただく

必要があります。

【公的年金等受給者に係る申告について】

　平成２３年分以後の各年分において、公的

年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で

あり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の

所得金額が２０万円以下である場合には、所

得税の確定申告は必要ありません。

　ただし、所得税の還付を受ける場合や確定

申告書の提出が要件となっている控除（例え

ば、純損失や雑損失の繰越控除など）の適用

を受ける場合には、確定申告書の提出が必要

となります。

　なお、確定申告が必要ない場合であって

も、住民税の申告が必要となる場合がありま

す。

※詳しくは、館林税務署個人課税部門（緯

７２・４３７３）へ。

確定申告のお知らせ

教
室
に
参
加
す
る
母
親

□
費
用
　
年
額
１
２
０
０
円

（
部
活
動
に
参
加
す
る
場

合
は
、
別
に
部
会
費
を
徴

収
し
ま
す
）

【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
各
児
童
館
へ

直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、各
児
童
館
へ
。

・
北
児
童
館
…
緯
　
・
３
８

６３

２
０

・
西
児
童
館
…
緯
　
・
４
６

６２

８
９

・
南
児
童
館
…
緯
　
・
１
７

６３

２
１

・
東
児
童
館
…
緯
　
・
０
１

６２

３
３

・
親
族
だ
け
の
合
言
葉
を
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
同
窓
会
名
簿

な
ど
を
悪
用
し
、
氏
名
や
職
業

を
か
た
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

親
族
し
か
知
ら
な
い
情
報

（
飼
っ
て
い
た
動
物
の
名
前
な

ど
）を
使
っ
て
、確
認
し
ま
し
ょ

う
□
問
い
合
わ
せ
窓
口
　
振
り
込
め

詐
欺
被
害
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
　
緯
０
２
７
・
２
２
４
・
５

４
５
４
（
　
時
間
受
付
）

２４

※
詳
し
く
は
、
県
民
生
活
課
（
緯

０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
５
６
）

ま
た
は
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企

画
課
（
緯
０
２
７
・
２
４
３
・
０

１
１
０
）、
最
寄
り
の
警
察
署
へ
。

　
県
立
館
林
美
術
館
で
は
、
特
別

展
示
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
　
ー
対
話
す

る
ア
ー
ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
（
対
話
）」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
作
家
や
作
品
の

共
有
す
る
主
題
を
探
り
ま
す
。

　
作
家
ど
う
し
の
偶
然
の
出
会
い

か
ら
生
ま
れ
た
作
品
や
、
時
間
や

空
間
を
超
え
て
共
鳴
し
あ
う
作
品

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い

視
点
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し

ま
す
。

□
期
間
　
４
月
５
日
　
ま
で

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

５
時（
入
館
は
４
時
　
分
ま
で
）

３０

□
場
所
　
県
立
館
林
美
術
館
（
館

林
市
日
向
町
２
０
０
３
）

□
観
覧
料

・
一
般
…
３
０
０
円

・
大
学
・
高
校
生
…
１
５
０
円

・
中
学
生
以
下
…
無
料

【
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
会
】

　
特
別
展
示
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」

の
展
示
作
品
に
つ
い
て
、
当
館
学

芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
作

品
を
鑑
賞
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
希
望
す
る
人
は
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
１
月
　
日
　
、　
日
　
、

１１

（日）

２４

（土）

２
月
４
日
　
、
３
月
５
日
　
、

（水）

（木）

　
日
　

２０

（金）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
２
時
　
分
３０

□
費
用
　
無
料
（
観
覧
料
が
掛
か

り
ま
す
）

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

人
と
そ
の
介
護
者
（
１
人
）
は
無

料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
月
曜
日

（
１
月
　
日
を
除
く
）、　

日
　
は

１２

１３

（火）

休
館
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

館
林
美
術
館
（
緯
　
・
８
１
８
８
）

７２

へ
。

特
別
展
示
「
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
　－

対
話
す
る
ア
ー
ト
」

県
立
館
林
美
術
館
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□
職
種
・
人
員

①
事
務
員（
診
療
情
報
管
理
士
）…

若
干
名

②
調
理
師
…
１
人

③
薬
剤
師
…
若
干
名

④
事
務
員（
会
計
専
門
職
）…
１
人

□
応
募
資
格
　
い
ず
れ
も
日
本
国

籍
を
有
す
人

①
診
療
情
報
管
理
士
の
資
格
を
有

し
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

歴
が
あ
り
昭
和
　
年
４
月
２
日

５９

以
降
に
生
ま
れ
た
人

②
調
理
師
免
許
の
資
格
を
有
し
、

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
が

あ
り
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降

４９

に
生
ま
れ
た
人

③
薬
剤
師
免
許
の
資
格
を
有
す
る

人
ま
た
は
薬
剤
師
免
許
資
格
見

込
（
来
春
卒
業
予
定
者
）
の
人

④
日
商
簿
記
１
級
の
資
格
を
有

し
、
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降

５９

に
生
ま
れ
た
人

□
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
館
林
厚

生
病
院
総
務
課
で
配
布
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.ta
teb
a

ya
shikoseib

yoin.jp
/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合
は
Ａ
４

用
紙
に
両
面
印
刷
）、成
績
証
明

書
・
卒
業
見
込
証
明
書
（
学
生

の
み
）、
返
信
用
封
筒
（
縦
長
の

定
型
封
筒
に
、
宛
先
を
明
記
し

　
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）、該

８２当
職
種
免
許
証
の
写
し
（
運
転

免
証
の
写
し
は
不
要
）

□
申
込
方
法
　
館
林
厚
生
病
院
総

務
課
に
直
接
ま
た
は
郵
送
（
〒

　
８
５
３
３
　
館
林
市
成
島
町

３７４２
６
２
の
１
）
で
提
出
す
る

□
申
込
締
切
日
　
１
月
　
日
　
　

３１

（土）

必
着

□
給
与
　
給
料
は
邑
楽
館
林
医
療

事
務
組
合
初
任
給
基
準
に
よ
り

決
定
。
そ
の
他
、
国
家
公
務
員

に
準
じ
た
各
種
手
当
を
支
給

※
試
験
日
は
応
募
者
に
通
知
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院

総
務
課
人
事
係
（
緯
　
・
３
１
４

７２

０
）
へ
。

　
大
泉
国
際
交
流
協
会
で
は
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

□
期
日
　
２
月
８
日
　（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
実
習
室
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
大
泉
国
際
交
流
協

会
へ
電
話
で
申
し
込
む
　
　

□
持
参
す
る
物
　
ス
リ
ッ
パ
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
１
枚

□
費
用
　
５
０
０
円
（
材
料
費
と

し
て
）

※
費
用
は
当
日
会
場
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
大
泉
国

際
交
流
協
会
（
緯
０
８
０
・
６
８

１
２
・
０
１
５
２
）
へ
。

【
男
性
の
た
め
の
介
護
体
験
教

室
～
大
切
な
人
の
介
護
に
備
え
る

た
め
に
～
】

　
町
で
は
、
エ
ガ
リ
テ
と
共
催
で

行
政
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
し
て
「
男
性
の
た
め
の
介

護
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
近
年
、
男
性
も
介
護
を
担
う
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
気
軽
に

介
護
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
２
月
　
日
　

１４

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

研
修
室（
吉
田
２
０
１
１
の
１
）

□
講
師
　
臼
田
敦
子
氏
（
介
護
福

祉
士
）

□
内
容
　
車
い
す
の
移
乗
、
排
せ

つ
介
助
、
食
事
の
介
助
な
ど

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
男

性
（
女
性
も
受
講
で
き
ま
す
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oiz

um
i.g
unm
a
.jp
/

）
か
ら
申
し
込

む
□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
（
緯

　
・
３
７
０
０
）
へ
。

５５【
緑
化
講
座
】

□
期
日
　
２
月
５
日
　（木）

□
テ
ー
マ
　
家
庭
で
楽
し
む
ス
モ

モ
や
モ
モ
の
品
種
と
育
て
方

□
講
師
　
佐
藤
泰
史
氏
（
農
業
普

及
指
導
員
）

□
申
込
受
付
開
始
日
時
　
１
月
　１９

日
　
　
午
前
８
時
　
分
～

（月）

３０

【
日
曜
緑
化
講
座
】

□
期
日
　
２
月
　
日
　

１５

（日）

□
テ
ー
マ
　
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て

お
き
た
い
ミ
カ
ン
の
上
手
な
育

て
方

□
講
師
　
柿
沼
一
雄
氏
（
ミ
カ
ン

研
究
家
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
受
付
開
始
日
時
　
２
月
２

日
　
　
午
前
８
時
　
分
～

（月）

３０

【
共
通
事
項
】

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
な
お
、
障
害
が
重

い
な
ど
の
理
由
で
会
場
に
来
所
で

き
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
在
宅
訪

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座

国
際
協
働
課

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

福
祉
課

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
料
理
教
室

大
泉
国
際
交
流
協
会

緑
化
講
座
・
日
曜
緑
化
講
座

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

平
成
　
年
度
厚
生
病
院
職
員

２７
館
林
厚
生
病
院
総
務
課
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問
診
査
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
２
月
　
日
　

１８

（水）

□
受
付
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５

２
の
１
　
緯
　
・
７
１
１
１
）

７５

□
相
談
科
目
　
整
形
外
科

□
相
談
内
容

・
補
装
具
の
判
定

・
身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の

相
談

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
直
接
申

し
込
む
（
予
約
制
）

□
持
参
す
る
物
  印
鑑
、身
体
障
害

者
手
帳

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

　
夜
間
や
休
日
に
子
ど
も
が
急
病

で
医
療
機
関
に
か
か
る
べ
き
か
ど

う
か
の
判
断
に
迷
っ
た
と
き
に
、

看
護
師
な
ど
の
専
門
相
談
員
が
、

受
診
の
必
要
性
や
家
庭
で
の
対
処

方
法
な
ど
を
助
言
し
ま
す
。

□
相
談
日
・
時
間

・
月
～
土
曜
日
…
午
後
６
時
～
翌

朝
８
時

・
日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
９
時
～

翌
朝
８
時

□
相
談
方
法
　
群
馬
こ
ど
も
救
急

相
談
（
＃
８
０
０
０
）
へ
電
話

し
て
相
談
す
る

□
相
談
体
制
　
保
健
師
ま
た
は
看

護
師
が
常
時
対
応
し
ま
す

□
注
意
事
項

・
病
気
の
診
断
や
治
療
を
す
る
も

の
で
は
な
く
、
助
言
に
よ
っ
て

保
護
者
の
判
断
の
参
考
と
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す

・
激
痛
が
あ
る
、
意
識
が
な
い
な

ど
、
明
ら
か
に
緊
急
を
要
す
る

場
合
に
は
１
１
９
番
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

・
医
療
機
関
を
知
り
た
い
場
合

は
、
各
地
域
消
防
本
部
の
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
へ
お
か
け
く
だ

さ
い

・
休
日
や
夜
間
の
急
病
で
受
診
し

た
い
と
き
は
、
在
宅
当
番
医
や

県
内
９
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
開
設
時
間

な
ど
は
、
新
聞
や
市
町
村
の
広

報
紙
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
県
医
務
課
（
緯
０

２
７
・
２
２
６
・
２
５
４
０
）
へ
。

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

１
月
　
日
、　
日
の
２
日
間
を「
若

２１

２２

者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０

番
」
の
日
と
し
て
、
架
空
ま
た
は

不
当
な
請
求
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
も
め
事
な
ど
、
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
少
し
で
も
不
安
な
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
１
月
　
日
　
、　

日
　

２１

（水）

２２

（木）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

□
相
談
方
法
　
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
前
橋
市
大
手
町
１
の
１
の

１
　
県
庁
昭
和
庁
舎
内
）
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
相
談
す
る

□
費
用
　
無
料

※
右
記
日
程
以
外
で
も
、
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
緯

０
２
７
・
２
２
３
・
３
０
０
１
）

へ
。

定例相談

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

お気軽にご相談ください。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
１月１５日昭・２２日昭・

２月１２日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
２月１０日昇

午後１時３０分～４時

日時

役場３階第１会議室場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

情報情報くらしの Information

群
馬
こ
ど
も
救
急
相
談

＃

８

０

０

０

県
医
務
課

若

者

の

消

費

者

ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
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し
あ
わ
せ
を
心
に
だ
い
て
除
夜
の
鐘

久
保
田
百
代
（
　
区
）

１５

猿
す
べ
り
花
が
こ
ぼ
る
る
石
だ
た
み

島
山
恭
治
（
　
区
）

１９

手
作
り
の
サ
ン
タ
の
お
 婆
 ひ
孫
達

ば
ば

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

鏡
餅
雑
煮
安
倍
川
磯
辺
巻

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

咳
き
込
み
て
仏
に
も
ら
う
飴
一
つ

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

亡
き
母
の
温
も
り
お
も
ふ
菊
日
和

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

間
近
見
る
富
士
圧
巻
の
雪
化
粧

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

美
し
く
散
る
さ
ざ
ん
か
の
風
受
け
る

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

辞
し
て
な
お
見
送
る
姿
赤
と
ん
ぼ

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

刈

侃

瓦

冠
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乾
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乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

税
金
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
こ
で

は
税
金
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
軽
自
動
車
な
ど
の

所
有
者
に
対
し
、
車
両
を
い
つ

も
置
い
て
い
る
場
所
が
あ
る
市

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
自
動

車
税
と
異
な
り
月
割
で
課
税
す

る
制
度
が
な
い
の
で
、
４
月
２

日
以
降
に
廃
車
さ
れ
た
場
合
も

１
年
分
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
廃
車
や
名
義
・
住
所
変
更
な

ど
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
車

両
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
３
月
　３１

日
ま
で
に
各
機
関
で
所
定
の
手

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
の
手
続

き
は
、
町
税
務
課
窓
口
で
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
軽

【第９回】

軽自動車税の課税

自
動
車
検
査
協
会
や
運
輸
支
局

で
登
録
変
更
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
原
動
機
付
自
転

車
な
ど
の
大
泉
町
ナ
ン
バ
ー
対

象
の
車
両
は
、
町
税
務
課
窓
口

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。な
お
、

大
泉
町
へ
転
入
さ
れ
た
人
や
車

両
を
譲
り
受
け
た
人
で
、
大
泉

町
以
外
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

が
つ
い
て
い
る
場
合
、
大
泉
町

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
の
交

換
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

・
四
輪
軽
自
動
車
…
軽
自
動
車

検
査
協
会
群
馬
事
務
所
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
　
緯
０
５
０
・

３
８
１
６
・
３
１
０
９

・
１
２
５
　
以
上
の
二
輪
車
…

cc

関
東
運
輸
局
群
馬
運
輸
支
局

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
　
緯
０
５

０
・
５
５
４
０
・
２
０
２
１

・
原
動
機
付
き
自
動
車
な
ど
大

泉
町
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
…
町

税
務
課

※
詳
し
く
は
、税
務
課
町
民
税
・

諸
税
係
（
内
線
１
５
６
）
へ
。

俳俳
　
　
　
句句

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
サ
ン
タ
さ
ん

みんなのみんなの
イラストイラスト

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
り
ん
ご
ベ
ル

　歳末防火警戒の激励巡視に行ってきました。

□村山町長のコメント　「良い新年が迎えら

れるよう、町民のため年末の防火警戒を行っ

ている消防団員へ激励も兼ね、各詰所を訪問

してきました。乾燥する日々が続きますので、

火の元には十分気をつけてください。」
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軒
下
に
薪
を
積
み
た
る
家
つ
づ
く

藤
原
の
里
冬
を
迎
ふ
る

村
田
厚
子
（
２
区
）

朝
靄
の
公
園
歩
め
ば
赤
や
黄
の

落
葉
お
り
な
す
別
世
界
な
り

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

風
も
な
く
穏
し
き
陽
の
な
か
パ
ン
ジ
ー
や

花
壇
の
手
入
れ
み
た
さ
る
る
時

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

こ
れ
か
ら
も
幸
の
 世
 歩
め
よ
と

よ

三
十
路
迎
え
し
嫁
を
祝
い
ぬ

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

義
弟
の
思
い
出
語
る
通
夜
の
庭

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
た
き
て
お
り

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

妻
と
行
く
ラ
ー
メ
ン
店
の
店
先
に

五
匹
の
飼
い
猫
出
迎
え
の
如
し

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

バ
ス
に
見
る
三
陸
の
田
は
荒
れ
果
て
て

遠
く
海
岸
線
に
松
の
木
の
立
つ

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

「
ふ
か
ふ
か
の
も
の
見
つ
け
た
よ
」幼
き
は

積
も
れ
る
落
葉
踏
み
な
が
ら
言
ふ

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

大
根
の
数
だ
け
地
球
に
穴
あ
い
て

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

雨
風
に
負
け
ぬ
情
熱
冬
そ
う
び

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

芋
煮
会
会
う
面
々
は
知
ら
ぬ
人

長
井
和
子
（
太
田
市
）

－
い
ず
み
俳
壇

－

青
空
の
ペ
ン
画
と
な
り
し
枯
木
立

林
　
宣
子
（
１
区
）

大
法
螺
を
聞
き
つ
つ
酒
と
お
で
ん
か
な

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

雨
あ
が
る
小
春
日
和
の
山
の
寺

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

物
忘
れ
増
え
ゆ
く
二
人
年
を
越
す

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

喪
中
葉
書
届
き
て
偲
ぶ
年
の
暮

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

布
袋
尊
せ
な
に
つ
つ
じ
の
返
り
花

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

寒
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
誘
わ
れ
て

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

冬
う
ら
ら
思
ひ
を
つ
な
ぐ
絵
手
紙
展

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

ま
た
挫
折
す
る
か
も
知
れ
ぬ
日
記
買
ふ

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

人
し
ず
か
木
の
葉
織
り
な
す
鶏
足
寺

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

流
れ
星
背
中
を
照
ら
す
雲
の
糸

村
田
浩
余
（
邑
楽
町
）

旅
お
し
み
車
窓
に
な
ぞ
る
紅
葉
か
な

横
山
昭
子
（
太
田
市
）

鈴
生
り
の
柿
か
が
や
き
て
地
に
届
く

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

－

や
よ
い
短
歌
会

－

銀
杏
黄
葉
じ
ゅ
う
た
ん
の
如
敷
き
つ
め
て

裸
木
あ
り
て
公
園
に
 聳
 ゆ

そ
び

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

点
て
ん
と
白
き
雲
浮
く
師
走
の
夜

あ
た
か
も
天
上
の
海
み
る
如
し

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

い
く
ひ
ら
の
落
葉
を
の
せ
て
曼
珠
沙
華

葉
は
ふ
さ
ふ
さ
と
株
を
ひ
ろ
ぐ
る

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

短短
　
　
　
歌歌

　
広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法

・
電
話
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
３
９
２
１
）

６３

・
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp

）

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
春
香

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ケ
ー
タ
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
　
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１２

１０

☆
「
お
正
月
の
楽
し
み
」
に
寄

せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
我
が
家
は
元
日
に
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
駅
伝
観
戦
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
国
道
４
０
７
号
沿
い
で
応

援
し
家
に
帰
っ
て
テ
レ
ビ
で
最

後
ま
で
観
戦
！
　
２
日
、
３
日

は
箱
根
駅
伝
と
駅
伝
三
昧
で
年

明
け
で
す
。

匿
名
希
望

　
お
せ
ち
料
理
と
な
に
よ
り
お

年
玉
で
し
ょ
。

広
野
由
華
さ
ん
（
　
区
）

１９

　
主
人
の
実
家
で
は
、
毎
年
　１２

月
　
日
に
な
る
と
も
ち
つ
き
を

３０
し
ま
す
。臼
と
杵
で
つ
く
餅
は
、

最
高
に
美
味
し
く
、
子
供
た
ち

も
が
ん
ば
っ
て
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　
お
せ
ち
料
理
も
、
こ
の
時
期

に
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、

お
正
月
は
２
～
３
　
増
は
覚
悟

kg

し
な
い
と
…
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ち
ゃ
ま
く
ん

　
お
正
月
は
千
葉
県
の
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
　
組
の
家
族

１２

が
集
ま
り
毎
年
恒
例
の
「
家
族

対
抗
歌
合
戦
」
の
大
イ
ベ
ン
ト

が
有
り
ま
す
。
そ
れ
が
毎
年
の

楽
し
み
で
す
。
来
年
は
新
し
い

家
族
が
２
組
増
え
る
の
も
楽
し

み
で
す
。

匿
名
希
望

　
今
年
の
８
月
に
子
供
が
産
ま

れ
た
ば
か
り
で
、
初
め
て
の
家

族
３
人
で
の
お
正
月
に
な
り
ま

す
。
　
親
戚
が
集
ま
っ
て
賑
や
か
に

過
ご
し
て
、
美
味
し
い
も
の
を

い
っ
ぱ
い
食
べ
る
事
で
す
。
最

近
太
り
気
味
な
の
で
食
べ
過
ぎ

に
は
注
意
し
ま
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
こ
の
ぱ
ぱ
　
歳
２９

糸
お
せ
ち
と
お
年
玉

糸
家
族
対
抗
歌
合
戦

糸
駅
伝
三
昧

糸
初
め
て
３
人
で
過
ご
し
ま
す

「
お
正
月

の
楽
し

み
」
を
教
え
て
！

糸
も
ち
つ
き

広報クイズ

①通称「○○さん」 （伺４、５ページ）
　佳母推 加お母 可お父

②青少年教育セミナーの開催日 （伺１０ページ）
　佳２月５日 加２月６日 可２月７日

③○○スマイル公園 （伺１２ページ）
　佳坂田 加吉田 可古氷

④男性のための○○体験教室 （伺１６ページ）
　佳音楽 加ヨガ 可介護

⑤○○○音楽フェスティバル （伺２３ページ）
　佳高校生 加子ども 可社会人

☆「あなたの寒さ対策」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　１月２４日

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら書

き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、イラス

ト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望される人は「匿名

希望」と明記してください）なお、消費税が８％とな

り、はがきも金額が変わりました。年賀状などを使用

して送る場合はご注意ください。

□１２月号の正解

　①－加、②－可、③－加、④－可、⑤－研
□応募総数　６８通で正解は６６通でした

□当選者（敬称略）

石川龍汰（１区）、金子郁恵（１区）、若林春江（３区）

小島トキエ（８区）、萩本喜美子（１３区）、池野　司（１４区）

宗形光徳（１４区）、新井由佳（１５区）、川島恒夫（１５区）

藤橋　勲（１５区）、島田直樹（１７区）、服部卓夫（１８区）

大川千秋（１９区）、小島友一（１９区）、遠藤明美（２１区）

小林一夫（２１区）、手塚絵美（２２区）、関口澄江（２４区）

持田明男（２５区）、江口典子（３０区）

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書

カードをプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

図書カードが２０人に　　たる！
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大
好き

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

将
来
の
夢
は
？

日
本
代
表
に
な
っ
て
憧
れ
の
プ

ジ
ョ
ル
選
手
の
よ
う
に
世
界
で
戦

え
る
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い

で
す
。
所
属
し
て
い
る
前
橋
F
C

で
は
毎
回
練
習
に
テ
ー
マ
が
あ
り

ま
す
が
、
自
分
自
身
で
も
目
標
を

立
て
、
到
達
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
４
日
の

練
習
日
以
外
に
も
、
自
主
練
習
で

走
り
込
み
を
し
た
り
、
当
た
り
負

け
し
な
い
よ
う
に
体
幹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
た
り
し
て
夢
に
近
づ
け

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

学
校
・
学
年
は
？

西
中
学
校
の
２
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

休
み
時
間
に
友
だ
ち
と
話
を
す
る

こ
と
が
楽
し
み
で
、
体
育
祭
や
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
学
校
行
事

な
ど
も
盛
り
上
が
り
ま
す
ね
。
生

徒
会
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
な
の

で
、
生
徒
の
見
本
と
な
れ
る
よ
う

に
意
識
し
て
い
ま
す
。
大
変
だ
と

思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
誰
で

も
意
見
が
言
い
合
え
る
学
校
作
り

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 峯  﨑  雄  大 さん　（１４歳）
みね ざき ゆう た

好きなこと

スタジアムでサッカー観戦すること。テレビでも

見ますが、生で見ることが一番楽しいです。

自分の性格

ちょっとお調子者なところがありますが、友だち

からは明るくてムードメーカーだと言われます。

日
本
代
表
に
選
ば
れ
る
よ
う
な

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

おままごとで料理をたくさ

ん作ってごちそうしてくれ

ます。ママのお手伝いも上

手で、いつもパパといっ

しょに寝ています。

好きなものは？

お友だちと遊ぶことが大好

きで、キャラクターはドラ

えもんとルルロロが好き

で、枝豆などの豆が大好物。

パパ・ママからひとこと

元気いっぱい、笑顔いっぱ

い、ゆずなのペースで大き

くなってね！

 宇  口  結  絆 ちゃん
う こう ゆ ずな

（２８区・３歳）

【
岡
山
城
（
仙
石
城
）】

　
か
つ
て
町
に
小
泉
城
が
あ
っ
た

こ
と
を
ご
存
じ
の
人
は
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
城
が
あ
っ

た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

「
中
世
の
大
泉
町
」
に
よ
る
と
、
丘

山
に
あ
る
丘
陵
あ
た
り
は
、
天
然

の
要
害
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
戦

国
時
代
に
城
が
築
か
れ
、
東
毛
の

玄
関
口
と
し
て
重
要
な
「
古
戸
・

仙
石
の
渡
」
を
抑
え
る
重
要
な
拠

点
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
は
遺
構

も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
散
策
し
て
い
る
と
何
か

見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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盛りだくさんのイベント
次は何をしようかな？

わい！　わい！　フェスティバル

１２月６日、西児童館で「わい！　わい！　フェ

スティバル」が行われました。今年で３０周年を

迎え、オープニングイベントは保育士による和

太鼓演奏や、学童児童によるダンスなどの出し

物などが華やかに行われ、チャレンジコーナー

や手作りコーナーなども大盛況。訪れた皆さん

も楽しい時間を過ごしていました。

天候に恵まれ
快走した選手たち

大泉町マラソン大会

１２月１４日、町民野球場周辺を会場に「第３８回

大泉町マラソン大会」が開催されました。例年

は町民体育館周辺を周回するコースでしたが、

今年は耐震工事の関係でコースも大きく変更さ

れました。天候にも恵まれたこの日は、子ども

から成人までの約７００人がそれぞれの部門で

ゴールを目指し、心地よい汗を流しました。

(23) 広報おおいずみ　Ｈ27.1.10　Vol.802

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

地元の飲食店による
グルメを堪能

グルメの祭典

子どもお楽しみ会

子ども音楽フェスティバル

町内小中学生が
美しい歌声と演奏を披露
１２月４日、文化むらを会場に「第１６回子ども

音楽フェスティバル」が行われました。この行

事は大泉町立小中学校長会が主催で毎年行われ

るもので、町内４小学校の生徒３９７人、町内３

中学校の生徒７５人が参加し、きれいな歌声と演

奏を披露しました。

１２月６日、図書館で群馬大学の学生による「子

どもお楽しみ会」が行われました。クリスマス

クイズやクリスマスの飾り付け、絵本の読み聞

かせのあとにサンタクロースが登場。サンタさ

んからクリスマスプレゼントが手渡され、子ど

もたちはうれしそうに笑顔を見せていました。

サンタクロースから
プレゼントをもらったよ！

放流するまでの間
大切に育てます

さけの受精卵配布

１２月７日、大泉町役場中央公園で邑楽コミュニ

ティ事務局による、さけの受精卵の配布が行わ

れ、多くの親子連れなどが訪れ、受精卵を受け

取っていました。ふ化したさけの稚魚は各家庭

で大きく育てていただき、３月に利根川河川敷

で一斉放流される予定です。

１１月３０日、いずみの杜を会場に「いずみの杜

まつり２０１４」と「第１回グルメの祭典」が行わ

れました。グルメの祭典は、地元飲食店１０店舗

による自慢料理の販売やわたあめの無料配布、

吉本オオカミ少年ライブが行われ、町のグルメ

を堪能しようと多くの人で賑わっていました。
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B
est Shot

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

　「
従
業
員
が
気
持
ち
よ
く
働

け
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と

に
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
」と
話
す
落
合
さ
ん
は
、

総
務
課
長
と
し
て
従
業
員
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
を
何
よ
り
大
切
に
し
、
定
期

的
に
一
人
ひ
と
り
と
面
談
す
る

機
会
や
相
談
窓
口
を
設
け
る
な

ど
、
悩
み
や
相
談
だ
け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
直
接
言
え

る
場
を
作
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
密
着
の
企
業
と
し
て
地
域

貢
献
を
す
る
た
め
に
町
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。「
従
業
員
皆
で
力

を
合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
も
高
品

質
で
お
い
し
い
商
品
を
作
っ
て

全
国
の
ご
家
庭
の
食
卓
に
お
届

け
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

住　　　所：大泉町吉田１２０１

会社の概要：１９７４年、雪印乳業㈱群馬工場と

して冷凍食品の生産を開始。２０１４年にマルハ

ニチログループ企業の統合によりマルハニチロ

㈱群馬工場と社名変更をしました。敷地面積は

２５,２６７㎡、１２月１日現在の従業員数は１６７人で

グラタンやピザ、パイシートなど市販用・業務

用の冷凍食品を製造

しています。施設面

や人材教育によって

食品防御に対する姿

勢を高めながら高品

質でおいしい商品を

全国のご家庭にお届

けしています。

▲トッピング用野菜をブ

ランチングしている様子

▲ピザの盛りつけをする様子

マルハニチロ㈱群馬工場

№１６

▲総務課長

 落  合  弘  明 さん
おち あい ひろ あき

▲群馬工場で製造してい

る製品の一部

▲冷凍食品を製造している群馬工場

▼
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
取

材
な
ど
で
多
く
の
人
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。今
年
も
町
の
情
報
を
、

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ

ジ
オ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
多
く
の
媒
体
を

活
用
し
、
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
元
旦
、
初
日
の
出
を
撮
影
す

る
た
め
に
刀
水
橋
へ
。
前
日
の

天
気
予
報
で
は
問
題
な
し
と
の

こ
と
。
寒
さ
を
こ
ら
え
て
東
の

空
を
眺
め
る
こ
と
　
分
。
待
ち

３０

に
待
っ
た
ご
来
光
。
１
月
　
日
１０

号
の
表
紙
に
穴
が
開
か
な
く
て

本
当
に
良
か
っ
た
ー
。　（
成
）


